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論文審査の要旨

TARC は CC ケモカインのひとつで、アトピー性皮膚炎の病勢マーカーとして

広く用いられている。薬剤性過敏症症候群 (DIHS) は、発熱、多臓器障害、 HHV-6

再活性化を伴う重症薬疹の一つである。本研究では、 DIHS 、スティーブンス・

ジョンソン症候群/中毒性表皮壊死症 (SJS/TEN) 、紅斑丘疹型薬疹 (MPE) の 3

群について血清TARC 値を比較じ、急性期の TARC 値が、 SJS/T 問、MPE と比べDIHS

では有意に高値を示し、さらに DIHS の皮疹の活動性や可溶性 IL-2 受容体値、

IL-5 値、好酸球数と相関することを明らかにしている。さらに免疫組織化学染

色により皮疹部の CD11c 陽性真皮樹状細胞が TARC を発現していることも明らか

にした。以上より、血清 TARC 値が DIHS の早期診断の有力なマーカーとなりう

ることが判明し、さらに疾患活動性の指標としても役立つことをも示した。

本研究は、血清 TARC 値が DIHS の診断と疾患活動性の指標として有用である

ことを示しており、臨床的に非常に有意義な研究であると評価できる。また本

研究の知見は、未だ不明な点が多いDIHS の病態を解明する手掛かりとなりうる

ものと考えられ、今後のさらなる発展が期待される。公聴会における質疑応答

も的確であり、参考論文と合わせて医学博士の学位に十分値する研究であると

評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに皮膚病態医学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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